会　議　録
作成日　令和４年３月17日

	日
	令和４年３月16日(水)
	時間
	13：30～15：00
	場所
	市民会館３階会議室

	件名
	令和３年度　第１回糸魚川市障害者差別解消支援地域協議会

	
	【欠席者】
　６人


会議要旨

	１．開会
　　要綱の規定により、委員の半数の出席で成立するとあるため、本会は成立します。
　　なお、本会では設置要綱に秘密保持の規定があり、本会で知った事実は、外部に漏らさないでください。
２．報告・協議事項
（１）差別相談の状況について（資料№１）
　　配付の資料をもとに、事務局より説明。
　　相談が１件あった。
　　　支援者へ合理的配慮のお願いと、本人が理解しやすいような説明方法（口頭でなく図示、書面説明、箇条書き）の助言を行った。
　（質問なし）
（２）令和３年度の取組について
　配付の資料をもとに、担当事務局より説明。
（質問なし）

（３）各部署での取組について
　　配付の資料をもとに、担当事務局より説明。
（質問なし）

　　
（３）意見交換

（事務局）これまでの内容に質問・意見いただきたい。
（委員）・相談件数がこれまでなかったため、１件あったのは大きな一歩。市へ話すことができる環境が整いつつあるということ。市としても、うまく助言して解決に向かったことを公表し、障害者に「市に相談するとよい」と知ってもらうことが大切。
　　　　　・公共団体に課せられていた「合理的配慮」は、数年ののちに一般企業にも波及する。これまでの「努力義務」が「義務」になるため、一般の方も含めて意識を変えていかなければならない。

・ここに参集した団体の意見だけを取り入れるのではなく、ここに参画していない障害者団体もいるため、聴講席を設け、参加者で話し合うという形式にはできないか。
（事務局）ささえあいプランの計画策定前には、全障害者団体へのヒアリングをして、様々な意見を頂戴し、また情報交換できたと好意的な意見をもらった。３年度もやりたかったが、なかなかできずに申し訳ない。意見を吸い上げる仕組みづくりは、検討していきたい。
（委員）・人権擁護委員会は、主に人権に関する相談と啓発を行っている。
　　　　　①相談…法務局で常時相談受付、Ｒ3年10・12月に特設相談会を実施
　　　　　②啓発…主に障害者関係についての取組
　　　　　　　　　白嶺分校　　　　ワークショップ　テーマ「みんなちがってみんないい」
　　　　　　　　　ひすいの里学校　「いじめ見逃しゼロスクール」紙芝居上演
　　　　　　　　　あけぼの、ささゆり、青空・いちょう、みずほへ啓発訪問（紙芝居上演、質疑応答）
　　　　　・他市では、差別解消委員会に人権擁護委員会の会員が参画できていない場合もあり、糸魚川市は参画できてありがたい。他市での参画の働きかけを県単位ですすめたい。

（委員）身体障害者会で相談員を務めているが、Ｒ３年度の相談はなかった。
（委員）息子は自閉症であり、こだわりがあって、入ることができないタイプの玄関がある。例えば、病院に入る際にわざわざ小さな非常口からしか入れないこともある。やむを得ず、入るのに抵抗がある玄関から入らせようとすると、大騒ぎになることもある。そこで、「変な人がいるな」と訝しむのではなく、「いろいろな人がいるな」と思って見守ってもらえるような世の中になるといい。

（委員）・好望こまくさでは、啓発・地域理解のため、各種イベントに参加したり、開催したりしている。例えば、周辺のごみ拾いを利用者と行う中で、「いろいろな人がいる」という意識づけをしている。
・（事務局からの差別の相談内容の紹介について）就労移行施設としては、就労先の企業に、障害者の特性をしっかり伝える必要があると感じている。正しく理解してもらい、本人への配慮をしっかりしてもらうことが、長く就労するために不可欠。
（委員）・エスポワールは、もともと身体障害者の施設だったためか、職員が支援者の自立を支援する意識よりも、介助するという意識が強く、支援をしすぎてしまう傾向がある。本来は本人がやれることを奪ってしまうので、意識づけしていかなければならない。
・当施設では、近年、身体障害者のみでなく、複合障害を持つ障害者の利用も増えており、障害者同士も、お互いの特性を理解することも大切だと感じている。別の障害をもつどうしが一緒に生活すると、当事者同士で容易に差別感情が生まれてしまう。

（委員）・就労支援施設としては、障害者に対して、「時間を守れない」ことなどについて、叱ることもある。この叱る行為が、適正かどうかのチェックを職員同士で行っている。
　　　　　毎日、終礼時に本日の支援、不適切なものがなかったか、報告・チェックする。不適切なものについては、毎月の点検会議の俎上に載せて、検討している。また、正職員は毎月、パートは３月ごとにセルフチェックリストを提出させ、虐待につながらないように施設で取り組んでいる。
（委員）・ハローワークとしては、障害者からの求人申し込みに対し、「障害者だから」という理由で雇用を断ることはできないと企業に伝えている。その人の障害の内容などを聞かずに断ろうとするケースもあるが、障害の特性と企業の態様の何が合わないのか、合理的な説明ができるのかと指導しており、大半は、理由がつかないものとなる。理解、啓発は大切だと感じている。
（委員）・グループホームを作る際に、周辺住民から反対の声が上がるが、ホームが建って年を経て、住む人に問題がないことが分かると、何も言われなくなる。まずは、「知る」こと、「理解する」ことが大切。とりわけ、子供への啓発には力を入れてほしい。
　　　　　・地域で障害者の見守りなどといわれはするが、その限界も感じている。障害の状態によっては、他人に危害を加える可能性もあるため、大阪の放火事件のように、適切な医療機関につながるなどの対応がなければ、支援自体もできない場合もある。現実の支援・対応は、身体拘束などもあり、きれいごとで済まない。
（委員）障害者が危害を加える可能性があるとの発言のようにも取れる。偏見にもつながるため、この場にふさわしくないのではないか。弁護士として聞き過ごせないので、あえて言わせていただく。
（委員）民間事業者も「合理的配慮」が義務化されるという流れの中で、障害者差別への理解など、各事業者向けにも実施していく必要性を感じている。認知症サポーター制度などは、市内でのべ4,000人が参加し、銀行窓口などで一定の配慮をいただいている。同様に進めていきたい。
（事務局）商工会議所において、会員企業への研修開催時のご協力いただけるのか？
（委員）周知の手伝いはできる。
（委員）センターこまくさでは、不適切支援が起こらないように、支援者向けの研修会を実施した。支援者としては、障害者が理解しやすい支援方法を選ばなければならない。

（事務局）４年度に、本協議会の委員の改選となる。各団体においては、委員の選出などにご協力をいただきたい。
３．その他
　　なし
以上


